
 

 

 

 

 

令和 7 年８月 7 日 

 

 
 
 

例年にない高温・多照・空梅雨の影響により稲体活力の消耗が顕著に表れました。ようやく今週より降雨が続く予

報となりましたが、北陸地方の 2週間予報(8/2～15)では高温推移する予報となっています。「新之助」等のいもち

病に弱い品種の発生に注意を払うとともに、高温障害の発生を少しでも軽減するため、以下の対策を徹底して 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品 種 名 出穂期（予想） 刈取適期（予想） 積算温度の目安 

ゆきみらい 7 月 12 日 ～ 7 月 16 日 8 月 14 日  ～ 8 月 19 日 

（975℃）, 

五 百 万 石 7 月 16 日 ～ 7 月 20 日 8 月 19 日  ～ 8 月 23 日 

わたぼうし 7 月 14 日 ～ 7 月 23 日 8 月 16 日  ～ 8 月 27 日 

ゆきん子舞 7 月 20 日 ～ 7 月 24 日 8 月 25 日  ～ 8 月 29 日 

こしいぶき 7 月 22 日 ～ 7 月 28 日 8 月 26 日  ～ 9 月 02 日 

ゆ き の 精 7 月 25 日 ～ 7 月 28 日 8 月 29 日  ～ 9 月 02 日 

た か ね 錦 7 月 19 日 ～ 7 月 30 日 8 月 22 日  ～ 9 月 04 日 

こがねもち 7 月 23 日 ～ 7 月 31 日 8 月 30 日  ～ 9 月 08 日 
１,０００℃ 

コシヒカリ 7 月 28 日 ～ 8 月 07 日 9 月 05 日  ～ 9 月 17 日 

越 淡 麗 8 月 06 日 ～ 8 月 13 日 9 月 15 日  ～ 9 月 24 日 
1,000～1,050℃ 

千 秋 楽 8 月 12 日 ～ 8 月 17 日 9 月 23 日  ～ 9 月 30 日 

新 之 助 8 月 11 日 ～ 8 月 19 日 9 月 24 日  ～10 月  5 日 1,050～1,100℃ 

にじのきらめき  8 月  5 日 ～ 8 月  9 日 9 月 19 日  ～ 9 月 24 日 1,100～1,200℃ 

 

＊ 
●

やす
● ●

です。今後の天候やほ場ごとの出穂期・施肥量 等により前後します。 

＊ 上表を参考にほ場ごとの黄化籾割合を確認し、総合的に収穫適期を判断して下さい。 
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等により、収穫適期が前後します。 
   
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

① 出穂日以降の積算温度に基づく刈取適期予想【右表】を参考に作業計画を策定して下さい。今

後も高温気象が続く予想となっていることから、早めにほ場ごとの籾黄化割合を観察して 

‼ 
 

② 刈取適期以降は日を追って胴割粒の発生率が増加します。刈取適期から遅くとも５日以内に刈

り取りできるように作業計画を策定し、乾燥機の能力に限界がある場合には、カントリーエレベ

ーターやライスセンターの共乾施設利用により、適期刈取に努めて下さい。 

 

 

 

異常高温やフェーンに備えて

ほ場の溝切跡が消えてしまっ 
ていたら手直ししてね。） 

飽 水 管 理 自然減水  

                  №12 「 ～ 」  
ＪＡえちご中越 こしじ営農センター 

TEL：０２５８（９２）５６０６ 

 

 

                     電話番号(0258)41－2887 

２．適期収穫  

最終かん水は、出穂後 25日以降を目安に  

暗渠栓の開放も、可能な限り遅くします！ 
 

３．刈取適期予想 【さんとう地区 こしじ版】 

 

 
① 長時間

✖ ✖ ✖

（２４時間
✖ ✖ ✖ ✖

以上
✖ ✖

）の
✖

タメ
✖ ✖

水
✖

は、根の活力・機能低下を招きます。特に日中に暖まった水で湛水

状態のまま夜を迎えると夜間の涼しい時間帯でも「外気温以上の水温」となり、稲体を消耗させ、

養分転流（登熟）を阻害してしまいます。さらに根の活力・機能の低下は、養水分の吸収能力低下

の要因となり、登熟に大きな悪影響を及ぼします。→【 品質低下 】 

（＊ 。） 
 

② 早すぎる
✖ ✖ ✖ ✖

落
✖

水
✖

（出
✖
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✖

後
✖

２５日前
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の
✖

完全落
✖ ✖ ✖

水
✖

）は、籾水分の過度の低下による品質の低下（胴割粒・

未熟粒の発生）につながります。  

 

生する２次枝梗が黄化した頃）です。

１．登熟後期の水管理 

４．適正な乾燥・調製 
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～～営農情報のお問い合わせは、お気軽に最寄りの営農センターへ～～ 
次回稲作情報：９月上旬「稲わら秋すき込み、土づくり」（予定） 

 
 

 

 

◇ 収穫後は、籾を速やかに乾燥機に搬入～通風し、ヤケ米の発生を防止しましょう。 

◇ 胴割米の発生を防止するため、乾燥機の毎時乾減水分は 0.5～0.6％としましょう。0.8％を

超えると、胴割米の発生率が急激に高くなります。 

→ 成熟期～収穫期の高温により、立毛胴割れが予想される場合は、毎時乾燥速度が 0.5％以

下になるよう送風温度を低く設定するとともに、過乾燥には十分に注意してください。 

◇ 仕上げ水分は「14.5～15.0％」に仕上げましょう。→ 過乾燥は胴割れ・食味低下を招き、高

水分玄米（１５%以上）は、玄米水分の戻りによるカビ米の発生原因となります。 

７月 ８月 ９月 
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